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テロメアは、染色体末端に存在する短い繰り返し配列から成る塩基配列で、

染色体末端部の融合、遺伝子の欠損などが起こらないようにする機能がある。

テロメアは、進化の過程で維持されていて、脊椎動物を含む多くの動物群では

テロメア配列はTTAGGGの繰り返しである。テロメア領域は細胞分裂時に少し

ずつ短くなるので、細胞老化や生物の寿命に関係しているとされている。

テロメラーゼは、TERＴ遺伝子と鋳型ＲＮＡの疋冗によってコードされる逆転

写酵素タンパク質複合体で、テロメアの繰り返し配列を染色体末端に付加する

機能がある。一般に体細胞にはテロメラーゼの活性がないため、テロメア領域

は細胞分裂ごとに短くなり、細胞分裂回数に限界が生じる。一方、生殖細胞や

ガン細胞ではテロメラーゼの活性が高く、テロメア配列が付加されるため、細

胞老化を起こさず永久的に分裂が可能とされている。そのため、テロメラーゼ

は、細胞の不死という観点から注目されている。

造礁サンゴには、破片化によって群体数が増える種が多くあり、小さな破片

からでも再生・生長を行うため、一見すると細胞分裂回数に限界がないと思わ

れる。そのため、造礁サンゴの体細胞にはテロメラーゼの活性があり、テロメ

ア長が維持され、細胞分裂が永久的にできるのではないかと考えられる。そこ

で、サンゴの体細胞に限定したテロメラーゼの活,性の有無と、サンゴのテロメ

ア長の測定を試みた。

本研究では、アザミサンゴ(Ｇａｍｘｅａルscjc"/αrjs)で、タンパク抽出法を改善す

ることによりテロメラーゼ活性の確認ができ、また活'性確認頻度を高めること

に成功した。これより、アザミサンゴの１ポリプが比較的大きいという利点を

生かし、今後のサンゴのテロメアとテロメラーゼ活性による研究に新たな知見

を提供できるかもしれない。


